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H 食道 表在癌 と診断 された 7例の検 討

州 内視鏡的粘膜 切除を施行 Lた 4例 を中

八木 ･号･鞘 雅
前出 硲伸･市田 丈豊 潤 漂 播総 合病 院)
明日 武･冊代 知 [･
船越 和博 (新潟大学第 三内科)

揖測 三蔵 ( 同 医療短大)

当院にて平成5年の 11開顎に内視鏡的に食道表在癌 と

診断L,生検でも扇平 卜皮癌とされた症例は7例であ"

た.1例 (0-nc)は他病死 L l例 摘-昔日コ)は治療

師杏, l例 (0-班C)は :用 E.3_を合併 Lた重複癌であ り手

術とな一)た. 4例に内視鏡的粘膜切除術 伐M鋸 を施

行し上 . 1例 (0lIC1は mnl1.1例 川 1111｡1は

mm3の癌であ-jたが,2例 は -ⅢC,(卜flb)は食遺糞

のみであった.食道表在癌には淫ず 壬.:M棺 を施打し,

その後で深速度争遇残を考慮して追加離壇を選択すべき

上考:i∴′ナtI∴ T･抜十二巨二:3°hこl川1し.t法.ト:Ll:Mliluh､,

重工MRC a)二葦種を施行 Lた机 標本の大きさ, 手技の簡

硬さ､Li)Ⅰ･:九･11く('かイ川口∴1上り~111上.

1'1LII-IU=■悌LPiL]小冊 ｡錆｢砧7'.t哨

戒澗林太郎･石塚 戯成
鈴木 心･鳩Ⅲ 篤
古川 浩 ･･断片 人
斎藤 崇 ･姉崎 ･弥
本Jlr 脹降 ･困..['J 照
休出 恨宏 ･塚tlE 号/i
槻魚 均 (新潟大学第 三内相 )

当村では 19輔 隼2月以来,齢極的に早慶消 癌 摘 測j

上Lて消化性潰痕を合併 Lたい粘膜内癌)に対して内視
鏡的だi填 (粘膜切除を雛 ･選択とL,断端陽性例や切除

1こ徒刑に村t-こく･Ll＼＼へ(;LJ･＼Sll:I(照射1!'J行-,てLt･-,･F:..

1肘:与十lJH:t'てに, 1･Il;L:L,11病変 し(i(H)001. lltl:

8竣7

(Hlil′壁 甘 くうOい1. IlLT:tlコ病変 LIT.8001,ITLl十 ItL-:こi(i

病変 (胤 2%),鶴 :8病変 (3.4%)の計 199例 も235

病変)に治療を行った.そのうち,2騰 病変 鰻7.6%)那

2cm 以 Fであった.完全切除 (王群)は88病変,断端

陽性のために LASER 追加 川 群)は63病変,LASER

単独 をⅢ群)は84病変であ-jた. 予後では, 王群および

畳ま群には l例 も再発は認めず, EI群の車で5病変 絹.0

%)に局所再発を認めた.

工夫

- 透 明先端 キ ャ ップを用 いて-

米什 研史 ･杉‖L 軒LL),
植木 淳 目 鼻山 義妹 ∈欝欝県立車乗病院)

従来, L部消化管出血に対する内視鏡的止血勉匿とL

て,当院では 生にクlトリブ法と無水ユタノ-ル局注法と

を行 -)ていたが,止血法や使用フ717ミ…の選択は,症

例 ごとに経験的に決定 Lていた01993年日月以来,内

税銘的まじめも勉匿の際に,前方直視鏡先端に透明キャップ

を装着 L,その中に出血点を入れることで病変の正蘭祝予

視野の安定が得ど〕れ亮二.この結果,フ一一ド使用前に比べ,

クl),ソプ法,ユタノ-ル局注法ともに虚血の確実性が増

し 手技が容易となった.

今回,当院の最近の内視鏡的止血処置施行の状況とあ

わせて報告する.

4)単心室症限治術後に生 L:た食道 静脈癖 が硯血
を来た.し,n!'t._て l=rl汗 得た 6 ･YF/iIL711例

f【二卜嵐広隆 ･/l'.卜嵐鮮太郎
畑 耕治 郎 ･日岡 悪
何 汝 朝 ･直叶.I,:･'.L3F; /A::.,./ ･:'･

金沢 宏 ･山崎 芳彦 を同 第 二外科)

裾 /i 女史 ･師 H 辛毒 し吊 ′卜児外科)

小児先人性心疾患限折衝後で, Lかも短期間の間に食

道静脈痴発症報告例は認め汽:か-ブたため今回ここに緒言すI--

する.

症例く･.=う11L)ll,ll, I∫)JJ検診時に心維汀指摘 され当P′こ

小児科紹介登鼠 以後外来通院中であった.

1IL日､上 心臓-I)･7･-:;-,L怜Fr.にて中心JIL瑚:Ill-.診断. 1)

†日､上 Shu111T'.i'Fi施行.

今回Itii,/L､｣圭根治術 T.帆 (i/川1tiln T･術11日｢畑こて､l'JFILi:

外相に入院.

根治 r.･i.･h術後,肝機能町制tl.堤.術碓L)(i=･二SOl日日∴
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胃管より出血認め,当料にて上部消化管内視鏡検査施行.

検査にて食道静脈癖と出血を思わせるブすプリン塊認

め内視鏡的静脈療結梨術を施行 した.その後再出血を認

めず止血に至った.

1くelrWor(l 内視鏡的静脈噛結熊術 中心墨症 食道静

脈療

5)内視鏡検査後急性胃粘膜病変の検討

曽我津艶子 ･山際 訓
柳沢 善計 ･村山 久夫 し信楽園病院内科･1

1鎌)二川:･i,こ当院で内視鏡後L')急性胃捌勘考変 (I)ll:･.-AGhJ･1L)

と考えられる症例を3例経験 Lたので,その誘田の検討

もあわせて報告 した.上部内祝鏡検患級数2,635件の内,

PE-AGML は3件で,発症率は0.113%であった.症
例 1は54歳女~性で.内祝鏡検露 ({1.11･/1後二日目Iに心

例2は43歳男性で GTF後6日巨‖こ心窟部痛と曝気に

て丙来した.病変は腎前庭部のみでなく十二指腸,食道

にも及んでいた.症例3は52歳女性で脚周辺の痛みで来

院 し.ACh:1LL鳥を斬さJttた.51揃｣~に他FJこて (i/L､ト､を

受けていた.3例とも発症時生検培養でへ童) ニ1バクタ-

LJjtlり(I-1.lJ.)は陽性であ-..､た.t'HIt球数･(-LltlJ伯

の上昇を認める例もあり,ファイバ-を介して殿H.P事

の感染が誘因として考えられた.

6)内視鏡的に解除で きた腸重積の3例
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( 同 病理)

内視鏡的をこ整復 L得た成人腺凝療症の3例をこ文献的考

察を加えて報告 した.

症例 1:3̀Lll-女サL LL狛上欄痛と 卜血.症例1):51才L

男性.主訴は腹痛.症例3:27才男性.i三蔀は腹痛と ド

痢.症例2を除き,病悩期間は2--3か月と良く,慢性

の経過をとった.病変部位は食倒終末回腸で,原疾患は

悪性 リンパ腫であった.腸釜梼基部に送窺しなから内視

鏡を挿入することで容易に整復可能であった.文献約に

は,成人勝義積は全腸重積の5′-10%を占め,原洞疾患

として,癌などの悪性疾患が多数を占め,慢性的な経過

をとることが多く,治療とLて内視鏡的整復例の被告が

増えてきている.

7)虫垂内翻症の診断で,留置 スネアを用いて
･rilrト('トミー-し得た fihr()＼･･llSぐulこIri)()1-
yTILJ)1例
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戸枝 ･明 ･車:I:=J 一澱 ほ 欝中鰭 合病院)

今回我々は,回盲部に認めに｡わた 立p型の有茎性ポF仁一

プに対L,留際スネアをき酌 ､た内視鏡的ポljペグトミ-

を行った｡留際スネアの使用は,その手技の容易さと止

血の確嚢性で金属ク旨いノブ等より満足できる結果であっ

た.またポリ-プは粘膜構造が保たれ 細胞浸潤がなく,

血管成分が混在した線維成分が豊富な間質から成ってお

り,fibrovaseuiarpolypと診断された.太腹における

報告は見当たジブないが,食道におけるそれと同様の機序

で構築されたと考えた.

8)留置 スネアをを用いた内視鏡的ポ リぺク ト

lh城 研 :_･雷僅 満
を闇 研 書貝沼 知男 (新潟労災病院内科)

内祝錆的:I~-I■卜＼JJトミ州を施行十･そ:)際ハ合冊症し')ド ,

たして,切除後出血があるが,切除前に出血予防魁際を

施したり,出血時にすぐに対処できるよう備えておくこ

とは豪費である.ポリ-プ切除後の出血予防処置具とL

て蜂巣に)の開発Lた留置鼠ネγがある.留置スネアは,

隆起病変凝郡の続編後に,絞鮎 したル--プが外れる装 置

である.今fl】磯 々は留置スネアを用い,経内視鏡的ポfj

･･･＼'Jトミー寸 ･1例施行し,出血Jr･PJj及こ用 ･｣血を,なし:tた.

留置スネアの構造,健gF才手順及び白験例2例 く出血予防

例上高周波切離後出ltItL.酬FT':-くト~,'に.い)山fllT!:･左し

えた例)を提示 した.

留置スネアは操作性に若†こ問題があるものの,ポリペ

クトミ-の際のと軌鮎予防及び呈息二血手段の 一㌦)となりうる

と思われた.

9ト 十 二指腸濃東穿孔に対する大網充鳩術症例

の検討
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何 汝観 (同 消化器科)

199()咋1113以降 ト ー.指腹鷹揚穿孔に対 Lて大網充畷


